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第Ⅰ部は、松浦論文が、「日本における分配問題の概観」により分配問題の分析方法やデータ

の信頼性確保という基本的論点を明確にしたうえで、近年における我が国の所得、資産および消

費の分配状況を検証した。原嶋・手嶋論文は、「賃金格差の実態」で従来の年齢間、男女間、企

業規模間、産業部門間等の賃金格差に加えて、技能に応じた賃金格差の問題にも踏み込んで実態

を検討した。石田論文は、「社会移動から見た格差の実態」により国際比較と時系列比較の枠組

みにおいて、地位決定のメカニズムという社会的アプローチから世代間の職業移動格差について

検討を行った。 

第Ⅱ部は、大沢論文が「非正規労働者増加がもたらす労働市場の二極分化」を分析。太田論文

が、「所得等の格差と人口の高齢化」により世帯全体の所得格差の状況・推移を人口高齢化との

関連から考察した。駒村論文が「少子高齢化社会における遺産・相続の実態と相続制度改革」で

実証分析と制度改革を論じた。  

第Ⅲ部は、玄田・篠崎論文「賃金格差と仕事格差」が、賃金格差をその規定要因となっている

就業条件の変化にも拡大して「仕事格差」という新たな問題意識を導入した。小西論文は「所得

格差とジニ係数」により格差分析の規範的な、含意・留意点を理論的に論じた。 
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